
　
　２

０
２
２
年
１
０
月
２
０
日

　

第
２
１
期
水
俣
学
講
義　
　

５
回　

「
チ
ッ
ソ
」
と
歩
ん
だ
我
一
族

は
じ
め
に　

自
己
紹
介

　
　
　
　

講
義
の
依
頼
は
、
チ
ッ
ソ
の
あ
っ
た
、
滋
賀
県
守
山
市
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

　
　
　
　

戦
前
、
現
在
の
北
朝
鮮
の
興
南
工
場
か
ら
の
、
チ
ッ
ソ
と
の
関
わ
り
が
あ
り

　
　
　
　

そ
こ
か
ら
の
一
族
の
流
れ
を
伝
え
ま
す
。
以
下
の
資
料
は
、
日
本
チ
ッ
ソ
の

　
　
　
　

朝
鮮
事
業
絵
図
と
年
表
で
す
。
話
し
の
中
で
藤
本
家
の
歩
み
を
重
ね
て
行
き
ま
す



。

北
朝
鮮
に
お
け
る　

日
本
窒
素
の
歩
み

１
９
２
６
年‘（
大
１
５
年
）
日
窒
、
朝
鮮
水
電
㈱
会
社
設
立
、
社
長　

野
口
遵　

で
設
立

１
９
２
７
年‘（
昭
２
年
）
日
窒
、
朝
鮮
肥
料
㈱
会
社
設
立

１
９
２
９
年
（‘
昭
４
年
）
興
南
工
場　

一
基
、
２
基
工
事
修
了　

送
電
開
始

１
９
３
１
年　

‘

昭
６
年
）　

興
南
邑
制
が
施
行
さ
れ
、
野
口
遵
初
代
邑
長

１
９
３
２
年
（
昭
７
年
）
永
安
工
場
、
油
脂
工
場
完
成

１
９
３
３
年‘（
昭
８
年　

総
督
府
に
長
津
江
水
利
利
用
と
電
気
事
業
経
営
許
可
を
申
請

１
９
３
４
年
（
昭
９
年
）
朝
鮮
送
電
㈱
会
社
設
立　

日
本
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
金
属
㈱
会
社

１
９
３
５
年
（
昭
１
９
年
）
朝
鮮
石
灰
工
業
、
大
豆
化
学
工
業
、
火
薬
株
式
会
社
設
立

１
９
３
６
年
（
昭
１
１
年
）　

ソ
ー
ダ
灰
工
場
、
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ウ
ム
工
場
、

                      

大
豆
調
味
料
工
場

　
　
　
　
　
　

朝
鮮
石
灰
工
業
、
灰
岩
工
場
建
設
、
本
宮
カ
ー
バ
イ
ト　

石
灰
窒
素
工
場

　
　
　
　
　
　

完
成

１
９
３
７
年
（
昭
１
２
年
）
朝
鮮
及
び
満
州
鴨
緑
江
水
力
発
電
㈱
会
社
設
立

　
　
　
　
　
　

興
南
邑　

人
口　

６
万
人　
　

日
中
戦
争
始
ま
る

１
９
３
８
年
（
昭
１
３
年
）　

海
軍
航
空
燃
料
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
製
造
工
場
着
手

１
９
３
９
年
（
昭
１
４
年
）
満
州
国
帝
国
燃
料
、
吉
林
人
造
石
油
㈱
会
社

１
９
４
２
年
（
昭
１
７
年
）　

日
窒
ゴ
ム
興
行　

興
南　

日
本
人
人
口　

２
９
２
１
４
人

１
９
４
４
年　

‘

昭
１
９
年
）
野
口
遵　

ロ
ケ
ッ
ト
燃
料
Ｎ
Ｚ
工
事
に
着
手

１
９
４
５
年
（
昭
２
０
年
）　

ソ
連
軍
興
南
に
進
駐　

興
南
諸
工
場
接
収

　
　
　
　
　
　

日
本
人
従
業
員
入
場
禁
止　

朝
鮮
人
労
働
組
合
の
管
理
に
移
行

　
　
　
　
　
　

武
器
供
出
命
令　

工
場
幹
部
拘
束　

社
宅
移
転
命
令

　
　
　
　
　
　

興
南
終
結
の
避
難
民
、
約　

９
８
０
０
名　

発
診
チ
ブ
ス
猛
威

　
　
　
　
　
　

ソ
連
軍
日
本
人
伝
染
病
院
の
開
設
を
命
令　

日
本
人
技
術
者
顧
問
と
し
て

　
　
　
　
　
　

就
労　

そ
の
他
あ
わ
せ
、
２
４
９
０
名
就
労　

　
　
　
　
　
　

興
南
食
糧
配
給　

１
日　

米
０
．
８
合　

雑
穀　

０
．
６
６
合

１
９
４
６
年‘（
昭
２
１
年
）　

闇
船
に
よ
り
興
南
脱
出　

徒
歩
に
よ
る
脱
出
始
ま
る

　
　
　
　
　
　

南
朝
鮮
に
コ
レ
ラ
発
生
、
防
疫
の
た
め
、
日
本
人
南
下
禁
止
命
令

　
　
　
　
　
　

ソ
連
軍
、
北
朝
鮮
の
日
本
人
の
正
式
引
き
揚
げ
を
発
表

　
　
　

戦
後
、
日
窒
か
ら
派
生
し
た
企
業

１
９
４
６
年　

積
水
化
学
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
総
合
加
工
メ
ー
カ
ー
）

　
　
　
　
　
　

日
本
工
営　

水
力
発
電
所　

ダ
ム
な
ど
の
開
発
や
電
力
施
設
の
政
策　

　
　
　
　
　
　

改
修

１
９
４
７
年　

旭
化
成
（
石
油
化
学　

建
材　

合
成
繊
維　

食
品　

医
薬
品
な
ど
多
角
的
）

１
９
７
３
年　

セ
ン
コ
ー
（
自
動
車
運
送
事
業　

海
上
、
鉄
道
輸
送　

倉
庫
な
ど
）

１
９
４
３
年　

マ
ツ
ダ　

‘’

自
動
車

そ
の
他　
　

戦
前
か
ら
の
つ
き
あ
い
で
、
シ
ン
エ
ツ　

西
松
建
設
な
ど

昭和７年　尋常興南小学校　５年生時代



戦
後
の
一
族
の
歩
み
と
私
自
身
の
歩
み

１
９
４
７
年
頃　

藤
本
家
は
鹿
児
島
県
出
水
市
米
ノ
津
に
引
き
揚
げ

　
　
　
　
　
　
　

引
き
揚
げ
者
の
仕
事
と
し
て
、
ダ
ム
建
設
へ
、
五
木
の
ダ
ム
に

１
９
５
０
年
頃　

米
ノ
津
で
、
叔
父
は
電
気
工
事
店
、
叔
母
は
映
画
館　

う
ど
ん
屋

　
　
　
　
　
　
　

パ
チ
ン
コ
店　

風
呂
屋
な
ど
を
経
営

１
９
５
１
年
頃　

叔
父
は
、
京
都
に
あ
っ
た
積
水
ハ
ウ
ス
の
関
係
で
、
薩
摩
電
気
を

１
９
５
６
年　
　

チ
ッ
ソ
が
旧
滋
賀
県
野
洲
市
守
山
町
と
設
立
契
約
を
結
ぶ

１
９
５
８
年
頃　

滋
賀
県
守
山
市
の
「
窒
素
」
会
社
の
前
に
、
叔
父
が
、
日
本
電
興
（
株
）

　
　
　
　
　
　
　

電
気
工
事
、
機
械
を
扱
う
会
社
設
立
（
従
業
員　

５
０
名
程

本
人
、
一
家
で
守
山
市
、
勝
部
町
に
移
住
。

１
９
６
０
年　
　

工
場
近
く
の
川
田
町
に
引
っ
越
す　

水
俣
、
出
水
の
働
き
手
と
同
居

　
　
　
　
　
　
　

一
族
は
、
こ
の
工
場
前
で
、
当
初
、
食
堂
、
そ
の
後
、
積
水
ハ
ウ
ス

　
　
　
　
　
　
　

関
連
の
仕
事
も
行
う
。
守
山
は
、
南
九
州
な
ど
か
ら
、
移
住
し
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　

人
が
多
く
、
チ
ッ
ソ
の
社
宅
に
友
人
が
い
た
。
高
校
の
と
き
は
、

　
　
　
　
　
　
　

チ
ッ
ソ
の
道
場
で
剣
道
を
し
て
い
た
。

１
９
６
６
年　
　

旭
チ
ッ
ソ
ア
セ
テ
ー
ト
を
設
立　
　

そ
の
後
チ
ッ
ソ
は
撤
退
す
る

１
９
７
１
年　
　

守
山
の
河
西
小
学
校
、
守
山
中
学
校
、
守
山
高
校
卒
業　

花
園
大
学
入
学

１
９
７
２
年　
　
「
花
園
大
学
水
俣
病
を
考
え
る
会
」
を
つ
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　

同
時
に
、
琵
琶
湖
の
環
境
問
題
に
も
か
か
わ
る
。

１
９
７
３
年　
　

水
俣
病
第
一
次
訴
訟
判
決

１
９
７
３
年　
　
「
青
年
の
主
張
」
滋
賀
県
大
会　

最
優
秀
賞　

琵
琶
湖
の
環
境
問
題

１
９
７
５
年　
　

花
園
大
学
卒
業
論
文
に
「
石
牟
礼
道
子
論
」

１
９
７
６
年　
　

滋
賀
女
子
高
等
学
校
で
国
語
の
非
常
勤
講
師

１
９
７
７
年　
　

水
俣
病
セ
ン
タ
ー
相
思
社
へ　

以
後
未
認
定
運
動
に
携
わ
る

１
９
８
３
年　
　

結
婚　

守
山
の
親
戚
が
祝
い
に
く
る

１
９
９
０
年　
　

ガ
イ
ア
み
な
ま
た
職
員　

１
９
９
２
年　
　

水
俣
病
総
合
医
療
事
業
開
始

　
　
　
　
　
　
　

海
鳥
社
よ
り
、「
水
俣
海
の
樹
」
出
版

２
０
０
３
年　
　

水
俣
市
議
会
議
員
当
選
（
現
在
、
４
期
目
）

　
　
　
　
　
　
　

守
山
市
に
は
、
兄
と
従
兄
が
、
藤
本
電
気
商
会
を
経
営　

　
　
　
　
　
　
　

事
務
所
の
前
に
は
、（
Ｊ
Ｎ
Ｃ
守
山
工
場
）
が
あ
る
。



　

な
ぜ
、
こ
こ
水
俣
に
い
る
の
か
、
そ
れ
は
、
不
知
火
海
の
島
々
か
ら
、
チ
ッ
ソ
を
追
っ
て
出
て
行
っ
た

人
が
あ
っ
た
こ
と
。
こ
の
地
は
、
水
俣
病
で
苦
し
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
出
て
行
っ
た
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、

か
け
が
え
の
な
い
、
故
郷
で
。
あ
る
だ
ろ
う
。

私
は
、
幼
い
時
か
ら
、
チ
ッ
ソ
と
い
う
大
き
な
会
社
に
庇
護
さ
れ
、
生
き
て
き
た
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、

み
え
る
も
の
も
少
し
違
う
よ
う
な
気
が
す
る
。
言
い
換
え
る
と
、
加
害
の
立
場
に
よ
り
近
か
っ
た
た
め
、

朝
鮮
チ
ッ
ソ
が
、
朝
鮮
を
、
国
家
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
呼
応
し
な
が
ら
。
化
学
産
業
を
推
し
進
め
て
き

た
こ
と
、
朝
鮮
の
人
た
ち
の
犠
牲
の
上
で
、
そ
し
て
、
日
本
の
他
国
へ
の
侵
略
に
加
担
し
た
こ
と
は
、
こ

れ
は
、
事
実
で
あ
り
、
チ
ッ
ソ
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
日
本
人
と
し
て
、
猛
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ら
な
か
っ
た
が
、

残
念
な
が
ら
、
戦
後
、
被
害
が
顕
著
に
な
っ
た
「
水
俣
病
」
の
被
害
は
。
戦
争
を
く
ぐ
る
抜
け
た
、
不
知

火
海
一
帯
の
人
々
に
、
ま
た
、
犠
牲
を
強
い
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
ん
な
な
か
で
も
、
私
の
一
族
や
人
々
は
、
や
は
り
、
た
く
ま
し
く
、
生
き
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
。
こ
の
事
件
か
ら
、か
け
が
え
の
な
い
「
い
の
ち
」
の
重
み
を
感
じ
、様
々
な
、環
境
問
題
に
関
わ
っ

て
き
た
親
戚
も
い
る
。

、
現
存
す
る
「
Ｊ
Ｎ
Ｃ
水
俣
」
に
は
、
深
い
相
克
と
、
か
す
か
な
期
待
も
あ
る
。
し
っ
か
り
と
、
水
俣
病

の
被
害
者
に
向
き
あ
っ
て
欲
し
い
。
金
銭
の
話
し
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
し
か
、
真
の
共
生
は
あ
り

得
な
い
と
考
え
て
い
る
。


